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1.平成26年度人文科教育学会研究発表会
第30@]研究発表会(平成26年5月1日，筑波大学文科系修士棟B204)
勝田光(筑波大学大学院) I文学の授業における読者反応の支援方法に関する研究」
勘米良祐太(筑波大学大学院) I国語科における文法教育の目的の史的変遷J
第311Ql研究発表会(平成26年5月15日 筑波大学文科系修士棟B204)
奇楽木格(筑波大学大学院) I日本語教育における自律学習に関する研究一自律性の育成
を目指す授業 実践を中心に-J
「読み間かせ研究の成果と展望-f学校におけーる読み聞かせJ
研究をヰi心にj
第57白人文科教育学会大会(平成26年9月6El 於:筑波大学問属中学校)
小久保美子(新潟大学) I読むことの指導におけるモデリングの重要性とその在り方」
細川李花(筑波大学問属中学校)I読みを反映させながらエピローグを創作する授業j
第32回研究発表会(平成26年10月3013，筑波大学文科系修士棟B406)
奇楽木格(筑波大学大学院) I外国語学習におけるピア・グループの機能に関する研究J
吉野貴志(筑波大学大学院) I作文支援型学習国語辞典における接続詞の記述について」
第33回研究発表会(平成26年12月4日，筑波大学文字!系修士棟B406)
宮津優弥(筑波大学大学院) I読み間かせ研究文献レビュー一学術誌『読書科学jを対象
宮津優弥(筑波大学大学院)
として-J
勘米良祐太(筑波大学大学院) I明治中期における中学校作文教科書の変化-w日用文鑑jの
改訂過程に着目して-J
第58白人文科教育学会大会(平成27年 l月31日，於:筑波大学東京キャンパス文京校舎)
安井裕t!1(筑波大学大学院) 1国語総合jにおけーる古典の引用を活用した「書くことJ指
導の研究j
谷島愛久美(筑波大学大学院) I小中学校国語科における古典芸能教材の研究一教育と芸能
のつながりを考える-J
※ 平成初年度の研究発表会を第 1由研究発表会とする。
2. ~人文科教育研究J 縞集規定(平成 2 年 9 丹 8 日制定)
1 .本誌は，人文科教育学会の機関誌として，年一回発行する。
2.本誌は，原射として本会会員の論文等を掲載する。
3.本誌は，論文，翻訳，書評のほか，学会情報に関する記事も掲載する。
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4. 投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会の選考によって決定する。
5.論文等の投稿にi討する規定は，加に定める。
6.投稿原稿の形式・内容の変更・修正につき，編集委員会と執筆者との問で協議を行う場合
がある。
7.編集委員会に関する規定は， ~jlj に定める。
3. r人文科教育研究J編集委員会規定(平成2年 9丹8日制定)
1 .編集委員会は，会員の中から総会において選出された若干~Jの委員によって構成する 0
2.編集委員の任期は 2年とする。 但し，再任を妨げない。
3.編集委員長は，編集委員の互選によって決定する。
4. r人文科教膏研究j投稿規定(平成 2年 9月8日制定宅平成13年 9丹8日改正司平成19年 9
月22日改正司平成22年 9月4日改正)
1 .人文科教育学会の会員は 本誌に投稿することができる。
2.論文原稿は，未発表のものに限る。
3.論文原稿は， A 4版用紙 i頁あたり横43字×縦35行で作成し，原則として12枚以内とする。
本文には邦文タイトルおよび欧文タイトルのみを明記し，著者名等，著者が特定できるよ
うな情報は記さないものとする。
4.投稿は電子メールへの添付を原則とし，人文科教育学会 (jinbunka@human.tsukuba.ac.jp)
に送付するものとする。
5. 送付に捺しては，氏名(ふりがな，および英語表記入所属，連絡先(住所・電話番号)を
明記するものとする。
6. 締め切りは 3月末思とする。
7.掲載された論文は，原則として 筑波大学電子図書館に登録するものとする。
5.人文科教膏学会規約組員Ij
昭和63年度第 l号 過去2年間会費を納入していない会員は，納入するまで機関誌などの配布
を受けー られなし 1。本市!日目Ijは，昭和62年度と昭和63年度の 2年間の会費未納者から適用される。
昭和63:{1三度第 2
カfできなし 30
会費を納入していない会員は，原則として，納入するまで機関誌への投稿
平成 2年度第 l号 人文科教育学会からの退会を希望するものは，その旨を人文科教育学会事
務局にEl:1し出ることとする。なお，書式については任意とする。本来I則は，平成3年度ー から
適月3される。
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{執筆者] (執筆順)
秋田哲郎(筑波大学的寝中学校).谷亮子(埼玉学盟大学)・宮津優弥(筑波大学大学院)
菊田尚人(筑波大学大学院)・鈴木貴史(帝京科学大学-筑波大学大学院)・長田友紀(筑波大学)
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